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厚
さ
○

。
五
ｍ
と
非
常
に
薄
く
、
両
面
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単

な
る
削
婿
で
は
な
く
、
柿
経
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
両
面
の
墨
書
は

い
ず
れ
も
判
読
不
能
で
あ
る
。

今
回
の
報
告
に
あ
た
り
、
島
根
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
平
石
充
氏
、

調
査
担
当
者
で
現
在
鳥
取
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
北
浦
弘
人
氏
か
ら
ご
教

示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

津
和
野
町
教
育
委
員
会

『有
福
寺
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
』
盆

九
九
四

年
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（宮
田
健
一
）

た
か

た

島
根
・高
田
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
大
字
高
峯

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
七
月
１

一
九
九

一
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
津
和
野
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
北
浦
弘
人

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
早
期
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

高
田
遺
跡
は
、
津
和
野
町
の
中
心
街
か
ら
南
西
に
直
線
で
約
二
』
の
地
点
に

あ
た
る
。
休
火
山
雲
井
峰
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
一扇
状
地
地
形
上
に
立
地
し
、
津

和
野
城
を
北
東
側
の
山
嶺
に
望

む
位
置
に
あ
る
。
津
和
野
城
は

元
来
三
本
松
城
と
い
い
、
正
中

元
年

（
〓
≡
一四
）
に
吉
見
頼

直
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
。
吉
見
氏
の
居
館
に

つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ

ろ
所
在
地
不
詳
で
あ
る
が
、
津

和
野
城
山
の
山
麓
部
で
、
高
田
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遺
跡
の
北
側
約

一
血
、
津
和
野
川
の
対
岸
に
あ
た
る
喜
時
雨
地
区
に
そ
の
候
補

地
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
高
田
遺
跡
に
お
い
て
は
、
吉
見
氏
時
代
の
遺
構
、
遺

物
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
吉
見
氏
関
連
の
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

高
田
遺
跡
の
現
況
は
、
扇
状
地
上
の
水
田
及
び
集
落
で
、
国
場
整
備
事
業
に

伴
い
一
九
九
〇
年
度
よ
り
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
本
事
例
は
そ
の
第

一
次
調

査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
遺
跡
南
西
部
の
約
三
〇
〇
〇
ポ
を
対
象

と
し
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
近
世
に
至
る
遺
構
、
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
出
土
遺
構
は
、
調
査
区
の
南
東
部
に
位
置
す
る
Ｊ
区
内
の
Ｓ
Ｘ

一
で
あ

る
。
Ｊ
区
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は

一
六
世
紀
代
の
も
の
が
主
体
的
で
あ
り
、
建

物
の
規
模
、
構
造
は
把
握
で
き
な
い
が
、
多
数
の
柱
穴
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
柱
穴
群
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
Ｐ
五
が
あ
り
、
こ
れ
を
中
心
に
約

一
二
ｍ

四
方
の
範
囲
に
五
つ
の
ピ

ッ
ト

（Ｐ
一
―
五
・
径
一一五
―
一
一
四
８

が
賽
の
五

の
日
状
に
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ピ

ッ
ト
か
ら
は
土
師
質
土
器
の
皿
五

点
と
銅
銭
二
点
が
セ
ッ
ト
で
出
土
し
、
皿
は
大
型
の
も
の
三
点
と
小
型
の
も
の

二
点
の
組
み
合
わ
せ
を
示
す
。
Ｓ
Ｘ

一
は
、
こ
れ
ら
五
つ
の
ピ

ッ
ト
の
南
西
隅

の
Ｐ
四
と
中
央
の
Ｐ
工
の
ほ
ぼ
中
間
点
に
位
置
す
る
。

Ｓ
Ｘ

一
は
、
本
来
埋
置
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
土
坑
状
の
掘
形
は
検

出
し
得
な
か
っ
た
。　
一
辺
三
〇
卿
の
方
形
の
範
囲
か
ら
土
師
質
土
器
の
大
型
の

皿
九
点
、
小
型
の
皿
二
点
、
銅
銭
四
四
点
、
木
簡
二
点
が
出
上
し
た
。
大
型
の

皿
は
上
五
点
、
下
四
点
の
二
段
に
積
ま
れ
、
各
々
賽
の
目
状
に
置
か
れ
て
い
る
。

上
段
の
中
央
の
皿
と
下
段
の
四
点
の
皿
に
そ
れ
ぞ
れ
銅
銭
と
穀
物
ら
し
き
種
子

が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
本
簡
は
下
段
の
北
側
と
西
側
の
皿
に

一
点
ず
つ
直
交
す

る
位
置
関
係
で
置
か
れ
て
い
た
。
木
簡
は
、
い
ず
れ
も
梵
字
と
四
縦
五
横
が
墨

書
さ
れ
て
お
り
、
斎
串
と
思
わ
れ
る
。
Ｓ
Ｘ

一
及
び
Ｐ

一
―
五
は
、
地
鎮
の
屋

敷
地
取
作
法
に
基
づ
く
遺
構
と
思
わ
れ
、
出
上
し
た
土
師
質
土
器
か
ら

一
六
世

紀
代
に
比
定
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
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ｏ解

二
点
と
も
、
上
下
両
端
は
折
損
し
て
い
る
が
、
左
右
側
面
は
原
形
を
と
ど
め

て
い
る
。
裏
面
は
腐
食
し
て
お
り
、
遺
存
面
に
墨
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
。
文
字

は
墨
跡
明
瞭
で
あ
る
が
、　
一
部
剖
落
し
て
い
る
。
肉
眼
で
ほ
ぼ
判
読
可
能
で
あ

る
が
、
念
の
た
め
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
を
利
用
し
た
。
い
ず
れ
も
第

一

字
が
随
求
菩
薩
を
表
す
梵
字
ハ
ラ

Ｇ
”峙し
、
第
二
年
が
四
縦
五
横
で
あ
る
。

い
の
み
微
か
に
第
三
字
ら
し
き
墨
痕
が
窺
え
る
。

な
お
、
本
簡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
奈
良
大
学
の
水
野

正
好
氏
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
本
報
告
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
津
和
野

町
教
育
委
員
会
宮
田
健

一
氏
の
、
ま
た
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
の
使
用
に

あ
た
っ
て
は
、
島
根
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
を
得
た
。

（北
浦
弘
人

〈元
津
和
野
町
教
育
委
員
会
。
現
鳥
取
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
し
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１
　
所
在
地
　
　
　
岡
山
市
米
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
年
度
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
四
月
―

一

九
九
八
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
岡
山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
中
野
雅
美

・
物
部
茂
樹

・
加
藤
和
歳

５
　
遺
跡
の
種
類
　
護
岸
施
設

・
橋
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
晩
期
―
中
世

・
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

百
間
川
米
田
遺
跡
は
、
旭
川
の
放
水
路
と
し
て
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
百
間

川
の
下
流
域
に
位
置
す
る
。
岡

山
県
古
代
吉
備
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
は
、
建
設
省
か
ら
委
託

を
受
け
て
、　
一
九
七
七
年
か
ら

発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら
、

百
間
川
米
田
遺
跡
は
、
縄
文
時

代
晩
期
か
ら
中

・
近
世
に
至
る

複
合
遺
跡
で
、
常
に
臨
海
性
の

(岡山北部)


